
中 30 鹿児島市立東谷山中学校 

令和５年 7月 25 日 

 

令和５年度 学校評価 自己評価書（１学期） 

 

１ 学校の重点目標 
１ 学力向上   ２ 人間力の向上   ３ 体力・気力の向上   
４ 地域・郷土に開かれた学校      ５ GIGA スクール構想の実現 

  
２ 課題と改善策 
 ⑴ 教育目標について 

具体目標（校訓） 評価の観点 職員 
ア 考える人（英知） めざす生徒像 

めざす学校像 
めざす教師像 

2.8 
イ 心豊かな人（情操） 2.8 
ウ たくましい人（健康） 2.8 

 ⑵ 実践５項目について 
評価の観点 職員 評価結果と改善方策 

ア 基本的生活態度の定着 2.7 ・ ＩＣＴ機器を有効に活用し、個別最適
な学びの実現と協働的な学びの実現を推
進する。 

・ 元気な挨拶は本校の誇りである。生徒
会活動の活性化させ継続を図りたい。 

イ 学力の向上 2.7 
ウ 勤労、協調の精神の高揚 2.8 
エ 礼儀と正しい言葉づかい 2.7 
オ 環境の整備、美化 2.5 

 ⑶ 学年・学級経営について 
評価の観点 職員 評価結果と改善方策 

学
年
経
営 

ア 学級目標の具体化・実践化  
2.8 

・ 企画委員会等で情報共有を図る。 
・ 学校行事や保護者会、メール等を活用
し、学校への保護者の理解と協力につい
て促していく。 

イ 学年の連携・一貫性 
ウ 他学年との連携 
エ 保護者との相互理解、連携 

学
級
経
営 

ア 学級目標の適正化  
2.8 

・ 問題行動や不登校の生徒への手立て
（報告書作成や関係機関との連携等）に
ついて担任と副担の役割分担を再確認す
る。 

イ 学級目標の具体化・実践化 
ウ 学習意欲向上の配慮 
エ 学級内相互の信頼関係 

 ⑷ 努力点について   
評価の観点 職員 評価結果と改善方策 

ア 人権同和教育の推進 2.8 ・ 人権教育を学校経営の基盤としている
ことから、全教育活動を通じて人権教育
の大切さと関連性について提示したい。 

・ ICT 機器を活用した授業の構築を図ると
ともに、不登校生等へのリモート授業の
実践を推進する。 

・ 生徒指導及び不登校に係る委員会の充
実と共通実践の遂行を図る。 

・ 特別支援学級に係る関係委員会の見直
し及び職員間の密な連携を推進する。 

・ 定時退庁の推進と see-smile の効果的
な活用で業務改善を促進する。 

イ 生徒指導の充実・人間力の向上 2.8 
ウ 学習指導の充実 2.7 
エ 特別支援教育の充実 2.5 
オ 道徳教育の充実 2.8 
イ 進路指導の充実 2.7 
キ 特別活動の充実 2.7 
ク 保健・安全指導の充実 2.8 
ケ 学級経営の充実 2.7 
コ 教育環境の整備 2.8 
サ 教職員の資質向上等 2.7 
ア 家庭・地域との連携 2.8 

 
３ 次学期に向けての取組 
 ⑴ 教科指導について 
  ア 確実な年間指導計画の遂行を図るとともに、年次研修に加え、市教科別研修会等、授業を通し

た研修の機会が増えることから、学力向上についてより課題意識をもって取り組むような研修の
機会を工夫する。 

  イ すべての授業者が ICT 機器を有効活用し、生徒が学びの中心となる授業実践を推進する。 
 ⑵ 生徒指導について 
   生徒指導及び不登校対策両委員会を中心に、生徒に対する手立ての検討・実践をするとともに、

関係機関との積極的な連携の継続など、個に応じて具体的な取組みを推進する。 


